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特
集
④

に
つ
い
て
利
活
用
を
希
望
す
る
事
業
者

の
公
募
を
行
い
、
今
回
８
団
体
を
事
業

候
補
者
と
し
て
決
定
。
４
地
区
・
計
11

区
画
分
で
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設

や
体
験
型
農
業
施
設
な
ど
、
自
然
環
境

や
地
域
の
資
源
を
生
か
し
た
多
彩
な
事

業
が
候
補
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
選
定
し
た
事
業
に
つ
い
て
事

業
候
補
者
と
協
議
を
行
い
な
が
ら
、
実

現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と

も
に
、
未
決
定
の
区
画
に
つ
い
て
、
本

年
度
内
に
２
次
募
集
を
行
い
ま
す
。
被

災
さ
れ
た
方
々
や
市
民
の
皆
さ
ま
の
地

域
に
対
す
る
思
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

東
部
沿
岸
部
の
新
た
な
魅
力
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
津
波
被
災
地
域
に
お
け
る
防
災
集
団

移
転
促
進
事
業
で
市
が
買
い
取
っ
た
土

地
（
集
団
移
転
跡
地
）
の
利
活
用
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ア
イ
デ
ア
の
募
集

や
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
意
見
交
換
、

各
分
野
の
専
門
家
に
よ
る
検
討
委
員
会

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
基
に
平
成
29
年
３

月
に
は
利
活
用
方
針
が
決
定
。
基
本
理

念
を
「
つ
た
え
、
つ
な
ぎ
、
そ
し
て
つ

く
る
、
新
た
な
海
辺
の
魅
力
と
未
来
の

仙
台
」
と
し
、
多
く
の
方
々
に
親
し
ま

れ
る
土
地
利
用
の
在
り
方
を
検
討
し
て

き
ま
し
た
。

　
昨
年
９
月
よ
り
、
南
蒲
生
・
新
浜
・

荒
浜
・
井
土
・
藤
塚
の
５
地
区
29
区
画
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民
間
の
発
想
で

　
東
部
沿
岸
部
に
に
ぎ
わ
い
を
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④
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⑤⑦

今回事業候補者が
決定したエリア
今回事業候補者が今回事業候補者が

　

東
部
沿
岸
部
の
集
団
移
転
跡
地
に
つ
い
て
、
仙
台
の
新
た
な
魅
力
を

創
出
す
る
場
と
し
て
活
用
す
る
た
め
、
民
間
の
自
由
な
発
想
を
生
か
し

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
利
活
用
を
行
う
事
業
候

補
者
を
決
定
し
ま
し
た
。

決定した事業候補者と提案事業
地区 事業候補者 事業概要 面積

南蒲生 ① ㈱橋本建機
ドッグラン
犬との触れ合いを通じて人々が交流
し、訪れた人が笑顔になれる場所を
提供

0.8
h

ヘクタール
a

新浜 ② カントリーパ
ーク新浜

ビオトープと冬水田んぼ
自然観察会や田植え体験を通じて、
市民が海や自然と触れ合える交流ゾ
ーン

0.9
ha

荒浜

③ 仙台ターミナ
ルビル㈱

体験型観光果樹園
果実の収穫体験などを子どもから高
齢の方まで楽しめ、観光によるにぎ
わいを創出

11.0
ha

④
（一社）仙台ス
ポーツネット
ワーク

スポーツ・レクリエーション施設
野球やサッカーなどのスポーツ施設
と、キャンプ場などのレクリエーシ
ョン施設で、新たなにぎわいを創出

19.5
ha

⑤ 荒浜のめぐみ
キッチン

農と食の体験学習
農業・自然・地域文化を活用したプ
ログラムで、荒浜ならではの体験を
提供

0.5
ha

⑥
荒浜復興推進
協議会「イナ
サの風」

クロマツの育苗
松並木の再生や育樹会などを通じて
地元住民と交流し、地域の文化や震
災の記憶・経験の継承につなげる

0.3
ha

⑦ ㈱深沼アグリ
サービス

養鶏、農業（畑）
荒浜に住んでいた方などが地域の名
産品となる農畜産物を作り、荒浜の
文化を継承

0.5
ha

井土 ⑧ 農事組合法人
井土生産組合

農業（畑）
ブランド化を進めている「仙台井土
ネギ」の安定的な供給を確保し、農
業の再生・発展を図る

0.6
ha

貞
山
運
河


